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は じ め に 

 
仙台港背後地土地区画整理事業は、東北唯一の国際拠点港 

湾である仙台塩釜港に隣接する地の利を生かし、東北地方の 
国際貿易・交流拠点並びに仙台都市圏の物流拠点、工業生産 
拠点、更には商業施設等の集積による賑わい溢れる地区の形 
成を目指して、平成3年度から宮城県と仙台市が共同で事業 
を実施してまいりました。 
この度、事業着手から実に23年の年月を経て竣工となりま 

したが、これもひとえに、大切な土地を御提供いただいた地 
権者の皆様の御理解の賜であり、これまでの御協力や御尽力 
に対し心から感謝申し上げます。 
また、東日本大震災からの復旧・復興に当たっては、地区 

内の企業の皆様をはじめとする関係者の皆様に多大なる御尽 
力をいただき、この一大事業を無事竣工まで進めることができました。 
さらに、長年貴重な御助言や御協力を賜りました土地区画整理審議会委員並びに評価員の皆様

に深く御礼申し上げますと共に、適切な御指導、御支援をいただきました国土交通省、仙台市、

多賀城市をはじめとする関係機関の皆様に対し心から御礼申し上げます。 
 本事業によりまして、地区内の道路や公園など公共施設の基盤整備が進み、また、仙台東部道

路の二つのインターチェンジの供用開始により交通アクセスも格段に向上いたしました。今では、

多くの企業の皆様に御進出いただき、東北一円から大勢の方々が訪れる活気溢れる街に成長いた

しました。また、東北の空の玄関口である「仙台空港」にもほど近いことから、陸・海・空の交

通利便性にも優れ、国際流通経済拠点としてのポテンシャルは一段と高まっております。 
 今後も、この仙台港背後地が、その魅力をより一層発信し、世界に開かれたリーディングエリ

アに成長発展できるよう全力で取り組んでまいります。 
 本書は、宮城県が取り組んだ最大の土地区画整理事業である仙台港背後地土地区画整理事業に

関して、計画から換地処分に至るまでの歩みを取りまとめたものです。 
258 ヘクタールに及ぶ広大な地区で多くの課題に対応しながら進めてきた本事業の過程には、

今後実施される土地区画整理事業の参考となる取組が数多く含まれております。 
 本書を宮城県内外の土地区画整理事業に関わる関係者の皆様に御活用いただき、よりよい街づ

くりのための一助となれば幸いです。 
結びに、本事業の施行区域が『蝶』をかたどった形であることから、『蝶』が青空に羽ばたく

姿になぞらえて、当地区が未来に向けて更に大きく飛躍することを願うとともに、地権者や関係

者の皆様の更なる御繁栄を祈念し、事業竣工に当たっての感謝の言葉といたします。 
 
平成27年3月 

  
                    宮城県知事 
  



ご あ い さ つ 

 
仙台港背後地土地区画整理事業は、21世紀に向けて東北地方 

の発展を先導し、国際化などに対応した計画的な都市基盤整備 

とアメニティに富んだ魅力あるまちづくりを進めることを目指 

し、平成2年に都市計画決定をいたしました。平成3年、宮城 

県と仙台市が共同で事業に着手し、このたび、約四半世紀を経 

て事業竣工の運びとなりました。 

地権者の皆様には、長年にわたりご苦労をおかけいたしまし 

たが、本事業へ変わらぬご理解とご協力を賜りましたことに、 

厚く御礼を申し上げます。 

この間、日本経済は、バブル崩壊、その後の景気低迷、リー 

マンショックなど大きな変化がございました。また、東日本大 

震災に見舞われ、完成間近だった地区内の施設が甚大な被害を 

受けたということもありました。 

こうした中、共同事業者である宮城県はもとより、国土交通省、多賀城市、並びに関係者の皆

さまには、多大なるご尽力とご高配を賜りましたことに、深く感謝を申し上げます。 

事業の進捗に伴い、地区内にはさまざまな企業が進出し、土地活用をいただいております。特

に、センター地区には大型商業施設が出店し、にぎわいと活気が生まれ、良好な市街地環境が形

成されつつあります。 

今年7月には、高砂中央公園内に「うみの杜水族館」の開館も予定されています。復興のシン

ボルとして、海とのきずなを取り戻す架け橋となり、子どもから大人まで多くの来訪者でにぎわ

うことでしょう。12 月の地下鉄東西線の開業を機に、八木山動物公園と連携した新たな学びの

交流も期待されるところです。 

津波で甚大な被害を受けた沿岸部において、多くの困難を乗り越えて本事業が成し遂げられ、

まちづくりが進展することは、復興への希望の光です。本市としましては、今後も地元や関係者

の皆さまと力を合わせながら、仙台港背後地地区が担う「国際経済流通拠点」としての機能の充

実を図り、同地区のさらなる発展に引き続き取り組んでまいります。 

事業の竣工にあたり、多くの地権者、関係者の皆さまのこれまでのご尽力、ご協力に感謝申し

上げますとともに、皆さまのご健勝と末永い発展を祈念し、ご挨拶といたします。 

 

平成27年3月 

 
 

仙台市長               
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